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淡路島南部で注目される蛾(1)
藤平明3
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1．マスイカバナミシヤクEuP32hecaamastj83Inoue

Nov.19.19901exOct､29.19911ex(Ama)[灯］

=jll県の石清尾山と象頭山，鳥取市で10月中旬からll月上旬に採集されるほか，
産地はわかっていないとされている．

2．マイコトラガ〃“加妃αノfzoens28Matsumura

Mar.25.19851exMar.26.19851ex(Ama)[灯］
北海道中南部，東北地方から近畿地方まで主として日本海側と内陸部に産するが，

伊豆大島・伊豆半島・対馬でも記録されている．四国では徳島県に産する．
翌1986年にもかなりの発生を見たが，それ以後は殆どみかけない．

3．ホソパソトグロノメイガA抑α"hessp･

Aug.17.19911ex(Ama)[灯］
従来の記録は，東京・埼玉のみであったが，井上氏")からの私信によると最近大

阪府箕面市・兵庫県柏原から記録が報告されているそうである．

4．シンジユキノカワガEI89mα犯α7℃8ssIJs(('ramer)
Oct,.3(),19911ex(Ama)[灯］
文献上の最古の記録は1909年の熊本市での発生．北海道を始め，東日本各地で

散発的な採集記録があり，近畿，中国，四国地方の諸県でも同機である．最も頻度
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の高いのは福岡県を中心とする九州北部．
幼虫の食樹はシンジュなどAilallthus属の植物（ニガキ科）に限定されると思わ

れる．この属の植物は日本に自生品はなく，今日各地で野生化しているシンジユは
1875年頃移入されたものとされているので，この蛾も二次的に日本に入ったものと
推定される．

5ウスベニオオノメイガ「ﾉｱでS叩伽#aPTw&2"ennasButler
Aug.21.1987(Amal[灯］
北海道，本州，対馬，屋久島，朝鮮に分布するまれな種．

6．オオトウウスグロクチパ4”〃αﾉ血S(･80SaMoore

N(D,.19.1990(Ama)[灯］

紀伊半島大塔山系，四国各地で発見され，関東地方では,19H7年東京都の奥多
摩，大垂水峠で採集されている．和名は初期産地の「大塔山」に因む．

7，シロモンコノメィヵ_VII(Ulelac"可sU7･Vc"Meyrlck
Aug､23.199(1(Okawa}[Sw]
国内では非常に少ない種．近辺では奈良県吉野の記録がある．

8ヒカケヒメハマキ"8k"ehamakaaaj6892j〃α"Oku
May.31.1991IAma)[灯］
日本固有穐．北海道，本州，対馬，屋久島から分布が確認されており，四国，九

州にもいることが予想されていた．

9．クシナシスジキリョトウSPodoPtem"I8umGuenee
Oct.25.1994(Okawa)[灯］

3:〒656-07三原邸南漠町阿万上町794
00)井上寛氏大妻女子大学生物学研究室
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今まで本土域で採集された

ことはなく，主として沖縄

本島以南に記録あり．杉繁

郎氏に同定していただいた．
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南淡町大川産クシナシスジキリヨトウ

（ふじひらあきら）

クロコノマチヨウについて

谷川大海4

筆者はl9u4年7月2H日より10月28日までクロコノマチョウの生態の一部を観察（飼

育も含む）したので，ここに報告する．

l飼育について

①一回目の飼育
7月2卜日に捕らえた母蝶から（7月26日から31日の4日間で)108卵を得,107

卵が孵化，弼頭が羽化した（うちざ126頭,旱32頭)．型は夏型が22頭，秋型が30
頭，中間型が6頭であった．中間型とは夏型から秋型への移行型と思われるもので
夏型と秋型の両方の特徴を持っている．しかし越冬母蝶からの第一化の飼育がまだ
で，第一化夏型との比較が出来ていない．従って中間型と断定するのは今後の課題
とする．羽化した成虫沁頭はすべてマーキングして「沼の林床」に放蝶した．

②二回目の飼育
「沼の林床」で産卵を目撃して得た卵，及びすでに産みつけられていた卵からの

飼育.｢沼の林床」で袋がけ飼育をした．産卵日は卵や齢数から推測したものを含め
て,H月22日から1()月2日まで数日おきであった．全部で24頭羽化（すべて秋
型），そのうち9頭をマーキングして放蝶，他は標本にした。

2産卵行動について

産卵を目撃したのは三回（一回目は袋がけ産卵の時，二回目はマーキングして放

蝶した母蝶の産卵，三回目は自然状態での産卵）．袋がけ産卵で一度だけ早朝（8
時半）に産卵したことがあった．しかし，他はすべて夕刻（5時～6時）であった。
また自然状態ですでに産みつけられていた卵も，卵の色などから推測して夕刻に産

みつけられたようである．食草はジュズダマ，ケイヌピエ，ヨシの三種（昨年はス

スキでも見られた）。いずれも林床内で育った若々しい，緑色の，柔らかい葉に産

卵。まず葉表に止まり，すぐくるりと葉裏に逆さになり産卵。卵数はl卵から2～
1O卵の群卵が見られた。
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4＄〒656洲本市大野1018-』
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